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２
月
６
日
か
ら
11
日
に
か
け
て
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
田
中
明
彦
理
事
長
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
を

訪
問
し
、
両
国
の
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展

を
目
指
し
て
、
テ
イ
ン
・
セ
イ
ン
大
統
領
や

ア
ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
チ
ー
国
民
民
主
連

盟
議
長
ら
と
会
談
し
ま
し
た
。
大
統
領
は
、

各
分
野
に
お
け
る
日
本
の
協
力
に
つ
い
て

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
経
済

特
区
の
整
備
に
向
け
た
日
本
の
役
割
の
重

要
性
を
強
調
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
田

中
理
事
長
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
重
要
課
題
で

あ
る
地
方
開
発
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
人
材

育
成
・
制
度
構
築
な
ど
に
対
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
協
力
や
そ
の
進
捗
を
伝
え
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
３
回
ミ
ャ

ン
マ
ー
開
発
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
田

中
理
事
長
が
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
を
評
価
し
た
上
で
、
社
会
・
政
治
・

経
済
が
よ
り
一
層
〝
包
摂
的
〞
な
構
造
へ
転

換
す
る
た
め
に
、
長
期
的
な
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
る
点
を
指
摘
。
そ
の
た
め
に
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
国
民
の
生
活
向
上
」「
人
材

の
能
力
向
上
」「
持
続
的
経
済
成
長
の
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
や
制
度
の
整
備
」
を
柱
と
し

た
支
援
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
説
明
し
ま

し
た
。

　

９
日
に
は
、
少
数
民
族
地
域
で
あ
る
カ

ヤ
ー
州
で
行
わ
れ
た
「
ロ
イ
コ
ー
総
合
病

院
設
備
計
画
」
の
着
工
式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。
同
病
院
は
１
９
５
０
年
代
に
開
設

さ
れ
た
州
で
唯
一
の
総
合
病
院
で
老
朽
化

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
無
償
資

金
協
力
を
通
じ
て
、
新
し
い
病
院
棟
の
建

設
、
X
線
診
断
装
置
や
救
急
車
な
ど
の
医

療
設
備
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
保
健
医
療
従
事
者
の
能
力
強
化

を
図
る
技
術
協
力
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

田
中
理
事
長
は
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両

面
か
ら
支
援
を
行
い
、
全
て
の
人
が
負
担

可
能
な
費
用
で
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス
・
カ

バ
レ
ッ
ジ
」
の
実
現
に
向
け
協
力
し
て
い

く
こ
と
を
強
調
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ヤ
ー

州
の
キ
ン
・
マ
ウ
ン
・
ウ
ー
知
事
か
ら
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
同
州
内
で
実
施
す
る
協
力
に

対
す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ミャンマーのさらなる成長を後押し 01

経済の中心地、ヤンゴンの街並み。近年の成長は著しく、
多くの日本企業が進出に関心を示している（撮影：谷本
美加）

ロイコー総合病院の着工式典で杭打ちを行う田中理事
長（奥）とカヤー州のキン・マウン・ウー知事

03エッセイを通じて、国際協力の未来を考える
　

２
月
28
日
、「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
中

学
生
・
高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２

０
１
４
」
の
表
彰
式
が
東
京
・
市
ヶ
谷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
全

国
の
中
学
・
高
校
生
に
開
発
途
上
国
の
現

状
と
国
際
協
力
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
目
的
。
今
回
は
「
つ
な
が

っ
て
い
る
、
世
界
と
私―

未
来
の
た
め

に
私
が
し
た
い
こ
と―

」
を
テ
ー
マ
に
、

中
学
生
の
部
に
３
万
７
６
６
９
点
、
高
校

生
の
部
に
２
万
８
７
９
３
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た

高
橋
怜
さ
ん
（
宮
城
県
・
岩
沼
中
学
校
）

と
、
増
田
愛
理
さ
ん
（
東
京
都
・
雪
谷
高

等
学
校
）
が
代
表
で
あ
い
さ
つ
。
ア
メ
リ

カ
で
教
わ
っ
た
「
ペ
イ
・
フ
ォ
ワ
ー
ド
」

と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
つ
づ
っ
た
高
橋
さ

ん
は
、「
善
意
の
山
が
世
界
を
動
か
す
か

も
し
れ
な
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
増

田
さ
ん
は
、
歩
行
を
補
助
す
る
装
具
を
カ

ン
ボ
ジ
ア
に
送
る
活
動
を
行
っ
た
こ
と

で
、「
世
界
と
の
つ
な
が
り
を
身
近
に
感

じ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

高校生の部を代表して受賞の言葉を述べる増田さん

02　東日本大震災から4年―仙台で防災を考える
　

３
月
14
日
か
ら
５
日
間
、
世
界
各
国

の
防
災
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
防
災

戦
略
を
議
論
す
る
「
第
３
回
国
連
防
災

世
界
会
議
」
が
宮
城
県
仙
台
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
開
幕
を
前
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

主
催
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
田
中
明
彦
理
事
長
が
基
調
講
演
を

行
い
、
あ
ら
ゆ
る
開
発
政
策
や
計
画
に

防
災
の
視
点
を
導
入
す
る〝
防
災
の
主
流

化
〞の
重
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
各
国
の

首
脳
や
国
際
機
関
の
代
表
も
続
い
て
登

壇
し
、
防
災
に
お
け
る
中
央
政
府
の
役

割
や
、
事
前
投
資
の
必
要
性
に
つ
い
て

議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
17
日
に
「
防
災
と
人
間
の
安

全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
田
中
理
事

長
が
「
防
災
へ
の
取
り
組
み
で
は
、
必
然

的
に
人
間
的
・
社
会
的
要
素
に
配
慮
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
述
べ
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
も
包
摂
的
で
人
々
を
中
心
に
据
え

た
取
り
組
み
を
進
め
、
被
災
地
が
再
び

自
然
災
害
に
さ
ら
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
て
き
た
こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

JICAの田中明彦理事長がパネリストとして参加した国際シ
ンポジウム

し
ん
ち
ょ
く


